
地域産業都市委員会 

令和３年１２月６日 
 

八広地域プラザの指定管理者の指定について 
 

１ 施設の名称 
  八広地域プラザ（墨田区八広四丁目３５番１７号） 
 
２ 指定の期間 
  令和４年４月１日から令和７年３月３１日まで（３年） 
 
３ 指定管理者とする団体 
（１）名称 

一般社団法人吾嬬の里 
（２）所在地 

東京都墨田区八広五丁目２３番１５号 
（３）代表者氏名 

理事長  本多 清司 
（４）沿革 

平成２７年８月 法人設立 
（５）同種事業の実績（自治体からの受託運営） 

本区での実績  
平成２８年度～ 八広地域プラザ指定管理者 
平成３１年度～ 八広地域プラザ指定管理者（２期目） 

 
４ 選定経過及び選定理由 
（１）募集内容 

指定管理者の選定に当たっては、「指定管理者の指定の手続等に関する要綱」第２
条第２号に規定する公募しないこととする特別な事情に該当している。 
また、現指定管理者による施設の管理運営状況を評価した結果、区が定める水準

を充たしている。 
以上のことから、公募によらず、現指定管理者を指名した。 

 
指定管理者の指定の手続等に関する要綱（抄） 
（公募によらない指定管理者の指定） 
第２条 指定管理者の指定に当たって公募しないこととする特別の事情があると認める場合は、次に掲げる場合とする。 
 ⑵ 施設の設置目的を効果的かつ効率的に達成するため、地域の活力を活用した管理を行う必要がある場合 

（２）選定経過 
   選定委員会において、主管部検討部会での審査を経た現指定管理者について、申

請書類等に基づき、評価項目である①利用者サービスの向上、②効率的・効果的な
施設の運営、③事業計画の遂行能力の３項目に関する審査を行った。 

 
（３）選定理由 

審査の結果、現指定管理者は、評価項目の評価の合計点が設定した水準を超えた
ことから、八広地域プラザの設置目的を効果的・効率的に実現することが期待でき
るため選定した。 

 
５ 事業計画の要点 
（１）管理運営の方針 
   「地域コミュニティの心の拠り所」として子供からお年寄りまで、いきいきと生

活する人々の姿や声が感じられる、風通しの良い地域プラザを目指す。 
 
 



（２）主な提案内容 
ア 利用者サービスの向上に関する提案 
（ア）施設稼働率の向上策《相談室１・相談室２・楽屋２》 

現在も利用実績のあるリモートでの活用をさらに推進し、１～２名の少人数
でテレワークが出来る部屋として周知、利用促進に繋げる。また、利用実績に
応じて貸出用無線LANルーターの増配備も検討する。 

  （イ）受付業務 
     予約開始日とその翌日、週後半と休日は職員を増員して配置し、利用者への

対応をスムーズに行えるようにする。 
  （ウ）地域コミュニティ形成に資する事業の実施 
     「吾嬬の里食堂」を実施し、貧困家庭、独居家庭等地域とのかかわりが少な

くなりがちな家庭を、食堂を通してかかわりを増やし、地域住民の交流に貢献
する。 

 
イ 効率的・効果的な施設の運営に関する提案 
（ア）指定管理料（提案額）：６２，９７５，０００円 
（イ）平成19年度に設置された地域プラザ整備構想ガバナンス会議のメンバーを中

心に地域住民・地域団体で構成された団体が管理運営することで、地域に根差
した施設運営を実現する。 

（ウ）事業の計画・運営のみではなく、ご意見箱やアンケートの活用に加え、日頃
の利用者とのコミュニケーションを通して、利用者の声を施設運営に反映して
いくことにより、より地域住民と身近な立場となり、サービス向上に努める。 

（エ）計画的な管理・保全や適切な改修を行うことで施設の長寿命化と修繕コスト
の削減を目指す。 

 
ウ 事業計画の遂行能力に関する提案 
（ア）各職員がそれぞれの職務内容を適切に理解し、利用者への対応・サービスに

ばらつきが出ないように研修を実施する。 
（イ）「墨田区地域プラザ条例」や「墨田区地域プラザ条例施行規則」の趣旨や内

容を改めて確認し、判断基準を明確にするために各種マニュアルを定め公平な
業務を行う。 

（ウ）指定避難所に指定されているため、防災拠点として機能するよう備える。地
域プラザに避難所が設置された場合には、区と地域住民と連携・協力し、地域
住民の安全・安心を守る。  

 
６ 現指定管理者による施設の管理運営状況 

（１）施設の利用状況・指定管理料等の推移 

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

施設稼働率 
（本館） 

40.7％ 39.3％ 31.5％ 

施設稼働率 
（多目的運動場） 

68.5％ 63.8％ 80.1％ 

施設稼働率 
（屋内運動場） 

90.9％ 93.8％ 96.8％ 

指定管理料 67,584,850円 66,351,640円 64,904,771円 

利用料金収入 15,524,930円 14,562,660円 12,205,150円 

 
（２）施設の管理運営状況に関する評価 
  ア 業務運営 
（ア）利用者が快適に施設を利用できるよう、マニュアルに沿ったわかりやすい受

付業務がなされている。 



（イ）文化交流事業、世代間交流事業及び健康増進事業について、新型コロナウイ
ルス感染症対策のため、年度当初の計画から変更があったが、実施した事業に
ついては十分な感染症対策を行い、参加者の評価も高かった。 

（ウ）事業計画に沿ったサービスが提供されており、利用者アンケートの結果から
も利用者満足が得られている。 

 
  イ 運営体制・管理体制 
（ア）運営業務や受付業務に必要な接遇研修を実施するとともに、八広地域プラザ

が指定避難所に指定されていることを踏まえ、近隣町会と合同で避難所運営等
の防災訓練を行っている。 

（イ）備品等の管理は台帳に記録し、適切に管理しており、必要な修繕も実施して
いる。 

（ウ）新型コロナウイルス感染症対策として、各部屋の入口に手指消毒液を設置
し、利用者の入れ替え時には消毒作業を徹底する等十分な対策をとっている。 

  



審査結果 
 

 

１１名の委員が評価し、その合計点により審査を行った。 

 

評価項目（配点） 

得点 

一般社団法人吾嬬の里 

１ 利用者サービスの向上（４６点×１１人＝５０６点） ３５５点 

⑴ 利用者にとって平等に利用できる環境が整えられているか 

（８点×１１人＝８８点） 
５９点 

⑵ 施設の設置目的を達成するための事業計画となっているか 

（８点×１１人＝８８点） 
５７点 

⑶ 利用者サービスの向上につながる独自の提案があり、実現が可能か 

（８点×１１人＝８８点） 
７０点 

⑷ 利用者の要望・意見等を聴くための手段と業務改善の取組があるか 

（６点×１１人＝６６点） 
４０点 

⑸ 墨田区が掲げる協治（ガバナンス）の考え方を生かした提案となっている

か 

（８点×１１人＝８８点） 

６０点 

⑹ 地域コミュニティの活動が活性化されるような独自の提案があるか 

（８点×１１人＝８８点） 
６９点 

２ 効率的・効果的な施設の運営（３４点×１１人＝３７４点） ２７９点 

⑴ 施設の設置目的を踏まえた管理・運営方針となっているか 

（８点×１１人＝８８点） 
６０点 

⑵ 施設の維持管理経費を節減するための積極的な取組があるか 

（６点×１１人＝６６点） 
４１点 

⑶ 提案額は、事業計画を実現するための適正な額となっているか 

（６点×１１人＝６６点） 
５５点 

⑷ 区民の雇用や区内企業の活用を図る取組があるか 

（６点×１１人＝６６点） 
５３点 

⑸ 利用者の増加策や施設稼働率（利用率）向上への取組は効果的か 

（８点×１１人＝８８点） 
７０点 

３ 事業計画の遂行能力（２０点×１１人＝２２０点） １４５点 

⑴ 経営状況及び財政基盤は安定しているか 

（４点×１１人＝４４点） 
２７点 

⑵ 職員構成、職員数及び組織の管理・運営体制は適切か 

（４点×１１人＝４４点） 
３３点 

⑶ 管理責任者及び職員の資格や経験は適切であり、職員のスキルアップに

向けた取組は十分か 

（４点×１１人＝４４点） 

３０点 

⑷ 個人情報保護の徹底及び積極的な情報公開を行う計画となっているか 

（４点×１１人＝４４点） 
２８点 

⑸ 災害その他緊急時の危機管理体制及び苦情処理体制は明確か 

（４点×１１人＝４４点） 
２７点 

合計（１００点×１１人＝１１００点） ７７９点 
 

 


